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人権の
ひろば

　「その時代の常識や価値観が、今も私たちの中に
残っていることに気付かされました。
　だからこそ、一人ひとりが人権感覚
を磨き、自分自身で考え、行動するこ
とが大切だと感じました。」

　「自分がこれまで身につけてきた考え方（ハビトゥス※）
を子どもたちに押し付けるのではなく、
多様な価値観を受入れながら、よりよ
い未来につなげていきたいと思いまし
た。」

参加者の声

※ハビトゥス（habitus）：人が生活の中で無意識のうちに身につける習慣や物の見方、考え方

　八頭町人権教育推進協議会、八頭町お
よび八頭町教育委員会主催による「八頭町
人権尊重のまちづくり講演会」を、6月28
日（日）に開催しました。当日は会場に165
名、オンラインで77名が参加しました。
　講演では、人権エデュ . ＣＯＭ代表の坂

田良久さんを講師に迎え、「ジブリで考える人権～部落差別って何～」をテーマ
にお話しいただきました。
　坂田さんは、「となりのトトロ」「もののけ姫」「崖の上のポニョ」など、誰もが
知るスタジオジブリ作品を題材に、部落差別をはじめ、人種差別、障がい者差別、
インターネット上の偏見など、身近な人権課題について分かりやすく解説されま
した。

講演内容から
隠さなければ生きられなかった時代から
　講演では、かつて被差別部落出身であることを隠して生きなければならなかった女性の事例が紹介されました。
故郷を離れ、出自を隠して教員となったものの、周囲に知られたことで職を失い、家庭も失うことになったとい
う話から、差別が人の人生に深く影響を及ぼしていた歴史について語られました。
　また、同和対策事業特別措置法の制定などにより、行政や地域の取組によって生活環境や格差の改善が進んだ
一方で、「目に見える格差がなくなったから終わりではなく、人の心の中に残る考え方や価値観について考え続け
ることが大切」と、人権を考えるうえで大切な視点を示されました。

「違い」を越えて共に生きる
　坂田さんは、こうした差別の歴史を踏まえたうえで、スタジオジブリ作品を通して「違いを認め合いながら生
きること」の大切さを語られました。
　「もののけ姫」では、人間と森に生きるサンが、それぞれ異なる場所で生きながらも共に歩む姿が描かれています。
また、「崖の上のポニョ」では、魚であっても、半魚人であっても、人間であっても、主人公の宗介は「ポニョだ
から好き」と受け入れます。
　坂田さんは、これらの作品を通して、「自分が何者であるかというカテゴリーにとらわれず、互いを認め合いな
がら生きることができる社会こそ、これから目指すべき姿ではないか」と話されました。

これからの未来をつくるために
　時代によって「当たり前」とされてきた価値観は変化していきます。坂田さんは、「大切なのは、これからの子
どもたちにどのような社会を残していくのかを考えること。一人ひとりが人権について向き合うことが、誰も涙
を流さない未来につながる」と呼びかけられました。

ジブリ作品から考える人権
～誰もが自分らしく生きられる社会へ～
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